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※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・春の健康診断は明日までとなっています。
＜患者様連絡事項＞

・巴　勇樹様～夜間のトイレ利用時、ふらつきがありぶつかりながら歩いているとの事で廊下側へ移動しています。本人の冬服が大量にあり、リネン庫へ入れています。面会時に返却して下さい。
＜要注目患者様情報＞

・原　吉郎様～腹痛を訴え朝食は1/2摂取しています。プログラムは取り組んでおり、独語は目立っていません。昼食は全量摂取しています。入浴も拒否なく、嗜好品の要求は聞かれていません。引き続き、精神症状や体調確認をしていきましょう。
・小笠原　文人様～奇異行動や自室での独語は聞かれていますが、日課やプログラムの拒否はありません。話しかけの多さや多弁さもありません。引き続き他者とのトラブルがないよう、見守りを継続していきましょう。
・沢田　徳則様～イライラ感や不満の訴えなく、各プログラム取り組んでおり、食事も全量摂取しています。表情穏やかでホールで他者との交流みられています。
・田端　テル様～日課は周りを見ながら行っています。歩行は安定していますが、左大腿部痛を訴えているため、転倒や転落に注意していきましょう。夜間は休まれ、失禁もなくトイレの回数も少ない様子でした。
＜深澤Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・内田　都影様～各プログラムも問題なく参加され、過度な喫煙要求もなく、現在の本数を保たれています。引き続き時間を守るよう声かけをして規則正しい生活を送れるように介入していきましょう。今後は治験導入予定となっています。本人は自宅への退院を希望していますが、家族は病状悪化を心配し退院に向け不安を抱いており施設又は入院継続を希望しています。

・松谷　和也様～日課やプログラムへ参加し、幻聴や妄想に関する訴えも聞かれていませんが、テレビを見ながらニヤついている事が多くなっています。妄想言動は聞かれていません。自宅への退院は家の老朽化で住めない状況になっており困難です。主治医へ今後の方針を確認し進めていきます。
・巴　勇樹様～禁煙中ですが、時折煙草を吸いたいと訴えが多くなってきています。イライラしたり、粗暴的となることはありません。今後担当医と面談予定で施設一覧はPSWへ依頼中となっています。
・松永　勘五郎様～バリカンを持っていますが、スタッフ管理には拒否があるため、自己管理となっています。今後は生活訓練施設を検討していますが、以前、青山荘に入所していた経緯もある事から、再度青山荘を進めてよいか確認していきます。
・五日市　規様～時折、壁をたたくなど粗暴的な行動は聞かれていますが、トラブルなく経過しています。入浴への拒否もなく、各プログラムへ問題なく取り組んでいます。主治医へ今後の方針を確認して退院支援を進めていきましょう。
・山下　幸子様～やまばと寮へ退院予定となっていますが、担当医より最低外泊訓練を2回するようにと指示が出ています。
